
 

１ ⽣活環境分野における環境⽬標の⽅向性の整理について 

現⾏計画では⼤気・⽔質など 6 つの事象ごとに環境⽬標等を定めるなど、詳細に記載されており、⽣活環

境分野の取組の全体像がわかりにくくなっています。そこで、改定にあわせて⽣活環境の要素を「安全・安

⼼」「快適」「⾏動」の視点で分解し、要素ごとに 3 つの環境⽬標、4 つの取組⽅針に整理します。 

改定案 

 
 

現⾏計画 

 

 

２ 環境管理計画のスリム化に伴う個別計画の検討状況について 

環境管理計画に⽰された環境⽬標や取組⽅針を実施するための具体的な取組を⾏動指針としてまとめま

す。⾏動指針には、規制指導など法律や条例により制度化されている取組はもとより、取組⽅針にそった

事業者との連携・協働の推進や環境情報の提供など横浜市として取り組むべき事柄について記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 7 環境管理計画における⽣活環境分野の取組の⽅向性について 

取組の例 

名称 取組内容 取組目標 

化学物質対策 

・工場・事業場等に対し、化学物質排出移動量届出

制度（ＰＲＴＲ制度）や条例に基づく届出指導の

徹底、自主的な適正管理や排出量の抑制を推進し

ます。 

・市民等に対し、環境教育活動や広報活動を通じて、

化学物質に関する情報の共有化を図ります。 

・ＰＲＴＲ届出指導の徹底 

・講座開催、イベント出展 

 


